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サ
ッ
カ
ー
「
2
0
1
0
F
I
F
A
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
」
に
臨
む
日
本

代
表
に
海
南
市
出
身
の
駒
野
友
一
選
手

（
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
）
が
06
ド
イ
ツ
大
会
に

続
き
２
度
目
の
選
出
。「
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
る
」
と
素
直
に
喜
ぶ
一
方
で

「
４
年
前
の
悔
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」

と
予
選
敗
退
の
記
憶
は
鮮
明
に
残
っ
て
い

て
「
借
り
を
返
す
意
味
で
も
今
回
は
こ

れ
ま
で
以
上
の
気
持
ち
が
あ
る
」
と
燃

え
る
。

２
度
目
の
Ｗ
杯
は
「
一
度
経
験
し
て
い

る
分
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
」
が
、
相
手
も

場
所
も
異
な
り
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
い
か
な

い
の
が
常
。
そ
れ
で
も
「
ど
ん
な
大
会

に
な
る
か
楽
し
み
」
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は

感
じ
て
い
な
い
様
子
。
目
標
は
「
監
督

が
言
っ
て
い
る
ベ
ス
ト
４
」
と
き
っ
ぱ
り
話

し
「
笑
顔
で
胸
を
張
っ
て
日
本
に
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
よ
う
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
自

分
の
力
を
１
０
０
％
発
揮
し
て
き
た
い
」

と
思
い
を
馳
せ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
果

た
す
原
動
力
が
、
自
身
を
取
り
巻
く
関

係
者
や
仲
間
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
そ
し
て

家
族
へ
の
「
強
い
感
謝
の
思
い
」
だ
。

振
り
返
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
大

半
を
と
も
に
歩
ん
で
き
た
サ
ッ
カ
ー
は

「
人
生
そ
の
も
の
。
全
て
サ
ッ
カ
ー
で
経

験
し
学
ん
だ
」。
中
学
卒
業
後
、
故
郷

を
離
れ
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ユ
ー
ス
加

入
を
決
意
し
た
の
も
こ
ん
な
日
が
く
る

こ
と
を
夢
見
て
い
た
か
ら
。

広
島
県
立
吉
田
高
校
時
代
に
は
、
広

島
代
表
と
し
て
２
度
の
国
体
出
場
を
果

た
し
た
。Ｊ
ユ
ー
ス
所
属
の
駒
野
選
手
に

と
っ
て
「
当
時
の
最
高
レ
ベ
ル
の
大
会
だ
っ

た
」
と
い
い
「
県
を
代
表
す
る
と
い
う
こ

と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
」。
当
然
、
広

島
県
代
表
に
「
違
和
感
」
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
「
和
歌
山
の
代
表

で
も
あ
る
と
自
分
で
は
考
え
て
い
た
」

と
い
う
。
所
属
チ
ー
ム
を
越
え
た
仲
間

と
「
切
磋
琢
磨
し
高
い
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
た
思
い
出
や
気
持
ち
は
貴
重
に
感

じ
る
」
と
今
に
繋
が
り
、
自
身
に
と
っ
て

「
最
高
の
舞
台
だ
っ
た
」。

そ
ん
な
国
体
が
故
郷
・
和
歌
山
で
開

か
れ
る
。さ
ま
ざ
ま
な
競
技
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
や
ま
ち
の
活
性
化
へ
の
期
待
も
あ
る

が
、
何
よ
り
「
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

大
き
な
目
標
や
夢
が
広
が
れ
ば
い
い
な
」

と
、
自
分
自
身
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に

「
夢
に
向
か
っ
て
走
る
」
子
ど
も
た
ち
の

出
現
を
心
待
ち
に
す
る
。「
目
標
を
高

く
持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
頑
張
っ
た

分
だ
け
自
分
に
返
っ
て
く
る
。
夢
叶
わ
ぬ

と
も
必
ず
そ
れ
は
残
る
は
ず
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
な
が
ら
。

Interview ～和歌山県はサッカーワールドカップ日本代表を応援します！～

愛　称 2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
第
70
回
国
民
体
育
大
会
の
愛
称
・ス
ロ
ー

ガ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
全
国
に
向
け
て
愛
称
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
P
R
し
、
一
人

で
も
多
く
の
方
が
、
第
70
回
国
民
体
育
大
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
開

催
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
趣
旨
）　 「
紀
の
国
」
は
、
万
葉
の
時
代
よ
り
和
歌
山
を
表
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
、
今
も
県
民
に
親
し
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
が
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
「
わ
か
や
ま
国
体
」に「
紀

の
国
」
を
付
け
た
愛
称
が
県
民
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、「
紀
の
国
」
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

大
会
愛
称・ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定

駒野友一（ジュビロ磐田）
こま　 の     ゆう   いち

サッカーワールドカップ日本代表

駒野友一選手インタビュー特集

スローガン

（
趣
旨
）　 

活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
寄
与
す
る
大
会
の
実
現
を
通
じ
、
和
歌
山
の
元
気
・
活
力
・
躍

動
感
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
大
会
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
人
が
躍
動
し
、
歓
喜
す
る
。
そ

こ
に
交
流
が
生
ま
れ
、絆
（
き
ず
な
）
が
深
ま
る
よ
う
な
大
会
を
目
指
す
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。 

躍
動
と
歓
喜
、そ
し
て
絆き

ず
な

国体は、今に繋がる「最高の舞台」「夢に向かって走る」子どもたちを心待ち
　

和歌山県海南市出身。1981年生まれ。海南市立
第三中学校卒業後、サンフレッチェ広島ユース（広
島県立吉田高等学校）を経て2000年サンフレッ
チェ広島とプロ契約。2008年よりジュビロ磐田に
所属。2004年のアテネオリンピックサッカー日本代
表として招集されるなど、年代別代表でも活躍。
国体には広島県代表として２度出場している。
（1998年、1999年）

The 70th National Sports Festival in wakayama

会場地市町村及び
開催競技（正式・特別）

※馬術、ライフル射撃（CP除く）、クレー
射撃については検討中

和歌山市

橋本市

有田市

新宮市

紀の川市

開・閉会式
陸上競技
水泳（競泳・水球）
テニス
体操（競技・新体操）
バスケットボール
セーリング
ウエイトリフティング
ハンドボール
自転車（トラック）
相撲
フェンシング
柔道
ライフル射撃（CP）
高等学校野球（硬式）
バスケットボール
銃剣道
サッカー
バレーボール
ソフトボール
軟式野球
バレーボール
軟式野球
サッカー
ボクシング
軟式野球
弓道
サッカー
自転車（ロード）
高等学校野球（軟式）
サッカー
ハンドボール
ソフトボール

競技名会場地市町村 会場地市町村

紀美野町
かつらぎ町
九度山町
湯浅町
日高町
印南町

日高川町

白浜町

上富田町

串本町

岩出市
ハンドボール
バドミントン
ボウリング
ホッケー
ゴルフ
なぎなた
軟式野球
ホッケー
ゴルフ
軟式野球
山岳
カヌー
（カヌースプリント）
アーチェリー
ソフトテニス
卓球
空手道
サッカー
軟式野球
ラグビーフットボール
レスリング
剣道
カヌー
（スラローム・ワイルド）
ラグビーフットボール
高等学校野球（軟式）

競技名

【県外開催の競技】
門真市（大阪府）
大津市（滋賀県）

水泳（飛込・シンクロ）
ボート

海南市

御坊市

田辺市

みなべ町

那智勝浦町

北山村
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１
９
５
６
年
、秋
田
県
生
ま
れ
。聖
霊
女
子
短
大
付
属
高
時
代
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
２
度
出
場
。３
年
生
の

時
は
国
体
県
代
表
メ
ン
バ
ー
唯
一
の
高
校
生
と
し
て
団
体
準
優
勝
の
原
動
力
に
。日
本
女
子
体
育
大

進
学
後
、日
本
代
表
に
選
ば
れ
世
界
選
手
権
出
場
。78
年
に
和
歌
山
北
高
体
育
科
教
諭
に
採
用
。80

年
の
モ
ス
ク
ワ
五
輪
代
表
に
選
ば
れ
る
が
日
本
不
参
加
。以
後
、国
内
大
会
で
活
躍
し
、全
日
本
選
手

権
で
は
84
年
大
会
か
ら
３
連
覇
。団
体
優
勝
は
6
回
。同
部
顧
問
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
優
勝
を

男
女
各
１
回
、全
国
選
抜
女
子
団
体
優
勝
１
回
。国
体
少
年
女
子
監
督
と
し
て
団
体
優
勝
3
回
。

市
川　

真
知
子
さ
ん

県
立
和
歌
山
北
高
校
体
育
教
諭　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
顧
問

い
ち

か
わ

ま

ち

こ

競技・選手を 

教
職
に
就
い
た
の
は
「
絶
対
良
い
選
手
に
な
る

か
ら
大
学
で
も
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
や
り
な
さ
い
。

教
師
に
な
り
な
さ
い
」
と
い
う
高
校
時
代
の
恩
師

の
強
い
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら
。
卒
業
の
時
「
お
前

が
世
界
に
行
く
か
、
俺
が
全
国
制
覇
す
る
か
競

争
だ
」
と
送
り
出
さ
れ
た
。
４
年
後
、
日
本
代

表
入
り
し
、
世
界
選
手
権
へ
。
同
じ
年
、
恩
師

も
後
輩
た
ち
を
率
い
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
を
果
た

す
。
２
人
の
勝
負
は
「
引
き
分
け
」
だ
っ
た
が
、

改
め
て
恩
師
へ
の
尊
敬
を
強
め
た
。「
憧
れ
の
先

生
、
教
師
と
し
て
の
見
本
で
す
」。

日
本
が
不
参
加
と
な
っ
た
、
モ
ス
ク
ワ
五
輪
幻
の
代
表
選
手
の一
人
。
以

後
、
国
際
大
会
の
出
場
を
自
ら
断
ち
国
内
で
現
役
続
行
。「
万
年
２
位
の
選
手
」
だ
っ
た
が
、
結
婚
し
、

長
男
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
国
内
大
会
で
常
勝
。「
負
け
る
気
が
し
な
か
っ
た
」
と
全
日
本
選
手
権
３
連

覇
を
果
た
す
。
ま
さ
に
母
強
し
だ
っ
た
。

指
導
者
と
し
て
も
そ
の
力
を
開
花
し
、
教
え
子
を
全
国
舞
台
に
押
し
上
げ
る
。
初
め
て
日
本
一
を
果

た
し
た
00
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
岐
阜
大
会
。
優
勝
し
た
男
子
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
長
男
が
い
た
。「
息
子

と
は
誕
生
日
も
一
緒
で
、運
命
を
感
じ
る
」と
微
笑
む
。
そ
の
後
、女
子
団
体
で
も
05
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

国
体
で
日
本
一に
。
翌
年
の
全
国
選
抜
も
制
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
男
女
合
わ
せ
て
6
度
の
全
国
制
覇
。

個
人
戦
で
は
５
選
手
を
日
本
一に
導
い
た
。

「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
ま
で
引
き
上
げ
て
い
く
過
程
が
楽
し
い
し
、

一
緒
に
な
っ
て
喜
べ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」。
顧
問
に
な
っ
て
30
数
年
は
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
が
、
教

え
子
の
成
長
に
日
々
心
躍
ら
せ
る
。「
全
国
制
覇
じ
ゃ
な
く
、
世
界
に
羽
ば
た
け
る
子
を
育
て
る
」。
そ

の
思
い
で
毎
日
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
。

現
在
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ッ
ズ
を
含
む
小
中
学
生
も
高
校
生
に
混
じ
っ
て
練
習
。「
こ
の
子
ら
が
５
年
後

の
地
元
国
体
で
戦
っ
て
く
れ
る
は
ず
」
と
楽
し
み
で
「
強
化
選
手
の
育
成
を
通
じ
て
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
人

気
も
出
て
く
れ
ば
」
と
競
技
人
口
の
拡
大
に
も
期
待
。「
ま
だ
ま
だ
高
校
生
に
は
負
け
な
い
。
私
に
勝

つ
子
は
全
国
で
も
必
ず
上
位
に
い
く
」。
そ
の
剣
は
選
手
た
ち
の
活
躍
を
占
う
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
。

空
中
技
が
醍
醐
味
の
ハ
ー
ド
な
総
合
競
技

走・投・跳
、激
し
い
ボ
デ
ィ
コ
ン
タ
ク
ト
が
魅
力

ハン
ド
ボ
ー
ル

シリーズ
競技
紹介

黒
潮
国
体
で
岩
出
市
や
紀
の
川
市
（
旧
打
田
町
）

に
試
合
会
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
で
は
岩
出

市
以
東
の
紀
北
地
方
で
盛
ん
。
こ
の
地
方
で
は
、

公
立
中
学
校
の
部
活
動
も
盛
ん
な
こ
と
に
加
え
、

県
内
３
つ
の
ジ
ュニ
ア
チ
ー
ム
の
う
ち
２
チ
ー
ム
が
活

動
す
る
。
た
だ
県
全
域
で
は
黒
潮
国
体
以
降
も
広

が
り
を
み
せ
て
お
ら
ず
、
普
及
が
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

協
会
は「
フ
ッ
ト
サ
ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
ミ
ッ

ク
ス
し
た
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
」
と
親
し
み
や
す
さ
を

ア
ピ
ー
ル
。
チ
ー
ム
構
成
は
６
人
の
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
１
人
の
計
７
人
。
20
×

40
㍍
の
コ
ー
ト
で
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
よ
り
小
さ
い
外

周
60
㌢
弱
の
３
号
球
（
女
子
は
２
号
球
）
を
奪
い

合
い
、
高
さ
２
㍍
、
幅
３
㍍
の
ゴ
ー
ル
を
狙
っ
て
得

点
を
競
う
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
に
似
て
い

て
、
攻
守
の
切
り
替
え
が
早
く
、
速
い
パ
ス
回
し
で

狙
う
ゴ
ー
ル
や
目
ま
ぐ
る
し
い
展
開
が
醍
醐
味
。

キ
ー
パ
ー
し
か
入
れ
な
い
ゴ
ー
ル
エ
リ
ア
に
ジ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ー
ト
で
臨
む
な
ど

空
中
技
も
魅
力
だ
。

協
会
は
「
走
る
、
投

げ
る
、
跳
ぶ
、
そ
し

て
身
体
接
触
も
あ
る

ハ
ー
ド
な
総
合
競
技
」

と
観
戦
の
楽
し
さ
も

強
調
す
る
。

全
国
的
に
は
九
州
、

東
海
地
方
な
ど
に
国

内
最
高
の
日
本
１
部
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
実
業
団

や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
多
い
。
近
畿
も
「
高
校
女
子
レ

ベ
ル
は
ず
ば
抜
け
て
い
る
」（
協
会
）
と
い
う
よ
う
に
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
が
上
位
を

独
占
し
て
い
る
情
勢
で
男
子
の
レ
ベ
ル
も
決
し
て
低

く
な
い
。

一
方
、
和
歌
山
県
は
近
年
で
は
97
年
の
な
み
は
や

国
体
に
少
年
女
子
が
出
場
、
00
年
の
と
や
ま
国
体

に
少
年
男
子
が
出
場
し
て
以
来
、
県
勢
の
国
体
出

場
は
な
い
。

協
会
で
は
地
元
国
体
に
向
け
、
競
技
レ
ベ
ル
向

上
と
普
及
の
た
め
今
年
３
月
に
初
め
て「
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
県
立
橋
本
体
育
館
で
開
催
。

県
の
国
体
関
連
事
業
「
ト
ッ
プ
強
化
コ
ー
チ
招
へ
い

事
業
」
を
活
用
し
て
、
今
年
８
月
に
韓
国
の
元
五

輪
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
中
学
生
選
手
の
指
導
を
予
定

す
る
な
ど
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。協
会
は「
５

年
後
に
全
国
ト
ッ
プ
に
持
っ
て
く
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
確
実
に
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
と
い
う
目
標
の
も
と

成
年
・
少
年
男
女
４
部
の
ベ
ス
ト
８
進
出
を
何
が
何

で
も
達
成
す
る
」
と
意
気
込
む
。

練習に励むジュニアチーム
（和歌山ハンドボール教室）の子供達

ジャンプシュートを練習するジュニアチーム
（和歌山ハンドボール教室）の子供達

選手らの日々の成長に
心躍らせ指導する市川先生
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箕
島
高
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
県
内
唯
一の
男
子

チ
ー
ム
。
小
中
学
校
合
わ
せ
て
も
他
に
な
い
。
そ
ん
な
後

進
県
の
チ
ー
ム
が
、
今
春
の
第
28
回
全
国
高
校
選
抜
大

会
（
平
成
22
年
3
月
19
日
〜
22
日
、静
岡
県
富
士
宮
市
）

で
日
本
一
に
輝
い
た
。「
だ
れ
も
予
想
し
な
か
っ
た
は
ず
。

奇
跡
に
近
い
結
果
だ
」
と
監
督
就
任
８
年
目
の
森
井
啓

宏
監
督
（
40
）
は
笑
う
。

過
去
に
は
紀
北
農
芸
、
伊
都
、
貴
志
川
高
校
な
ど
に

も
同
部
は
あ
っ
た
が
、
少
子
化
と
野
球
王
国
と
呼
ば
れ
る

土
地
柄
も
あ
っ
て
部
員
不
足
に
陥
っ
た
。
例
に
漏
れ
ず
箕

島
も
部
員
集
め
に
は
苦
労
し
て
い
る
が
、
同
部
Ｏ
Ｂ
の
森

井
監
督
の
情
熱
の
も
と
選
手
が
集
い
、
今
年
は
「
過
去

10
年
で
一
番
多
い
」
と
い
う
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
31

人
が
所
属
。
全
員
が
野
球
経
験
者
だ
が
、
川
口
正
主
将

は
「
野
球
よ
り
展
開
が
早
く
て
飽
き
な
い
。
常
に
緊
張
感

が
あ
る
」と
魅
力
を
話
し
、山
崎
涼
副
将
は「
食
わ
ず
嫌
い
」

と
競
技
人
口
が
少
な
い
理
由
を
指
摘
す
る
。

実
は
、
全
国
制
覇
は
２
回
目
。
19
年
前
の
”春
“も
制

し
て
い
る
。
や
は
り
野
球
王
国
と
あ
っ
て
選
手
ら
に
素
地

が
備
わ
っ
て
い
る
。「
奇
跡
に
近
い
」
と
話
し
た
森
井
監
督

も
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
初
心
者
だ
が
、
身
体
能
力
の
高
い

子
が
そ
ろ
っ
て
い
た
」
と
可
能
性
を
感
じ
て
は
い
た
。

た
だ
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
け
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と

話
す
よ
う
に
、
独
特
な
投
法
を
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
時
間

が
足
ら
ず
投
手
力
こ
そ
劣
る
が
、
試
合
勘
を
養
う
年
間

約
１
８
０
試
合
の
遠
征
試
合
や
投
手
力
の
弱
さ
を
補
う

「
機
動
力
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
可
能
性
を
選
手
ら
も
感
じ

て
い
た
の
か
、
今
大
会
主
戦
で
投
げ
た
山
本
誠
弥
副
将
は

「
昨
年
よ
り
試
合
に
入
る
雰
囲
気
は
確
実
に
違
っ
た
。
盛

り
上
が
り
は
ハ
ン
パ
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

優
勝
候
補
の一
角
・
飛
龍
高
（
静
岡
）
と
の
初
戦
を
制

し
て
一
気
に
勢
い
づ
き
、
大
村
工
高
（
長
崎
）
と
の
決
勝

で
は
４
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
の
最
終
回
に
６
点
を
奪
っ
て
逆
転
優

勝
。「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
良
か
っ
た
、
と
み
ん
な
が
口

に
し
た
」
と
山
崎
副
将
。
飛
龍
高
戦
で
ダ
メ
押
し
３
点
適

時
二
塁
打
を
放
っ
た
北
武
憲
選
手
は
、
中
学
卒
業
ま
で
野

球
漬
の
９
年
間
だ
っ
た
が
「
今
ま
で
で一
番
の
打
席
だ
っ
た
」

と
喜
ぶ
。

次
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
春
夏
連
覇
を
目
指
し
、
国
体
で

高
校
３
冠
達
成
を
狙
う
。
た
だ
国
体
は
「
他
府
県
は
選

抜
チ
ー
ム
。
う
ち
は
単
独
チ
ー
ム
」
と
森
井
監
督
は
近
畿

予
選
突
破
さ
え
厳
し
い
情
勢
を
説
明
。
過
去
に
国
体
へ
出

場
し
た
の
は
計
５
回
、
最
高
は
選
抜
大
会
初
優
勝
チ
ー
ム

で
臨
ん
だ
平
成
３
年
の
４
強
。
川
口
主
将
は
「
今
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
が
大
事
だ
が
、
国
体
も
や
る
か
ら
に
は
勝
ち
た

い
」
と
意
気
込
み
「
箕
島
で
な
く
、
和
歌
山
代
表
と
い

う
背
負
う
も
の
の
大
き
さ
が
あ
る
」と
そ
の
意
義
を
話
す
。

ホ
ス
ト
と
し
て
来
県
チ
ー
ム
が
喜
ん
で
く
れ
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
不
安
も
あ
る
が
、
５
年

後
の
地
元
国
体
は
「
地
域
の
人
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
知
っ
て

も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
」
と
森
井
監
督
は
競
技
人
口
増
に
期
待

し
て
い
る
。
卒
業
後
の
受
け
皿
の
乏
し
さ
が
ネ
ッ
ク
で
あ

る
が
、現
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
「
地
元
に
貢
献
し
た
い
」（
山

崎
副
将
）「
和
歌
山
を
有
名
に
し
た
い
」（
山
本
副
将
）

と
地
元
国
体
を
目
指
し
て
現
役
続
行
の
意
志
を
示
す
選

手
も
い
る
。

今
春
、19
年
ぶ
り

２
度
目
の
全
国
制
覇
！

マネージャー：的場　安加里（当時２年生）
※写真は現在のメンバーです。

選手：
優勝当時のメンバー

川口　　正
浦　　孝佑
宮本　泰一
沖井　勇馬
王蔵　敦史

溝上　郁英
山本　誠弥
山崎　　涼
出口　敦也

山崎　翔平
谷口　将毅
松原　康記
平岩　勇樹

（以上当時２年生）
笹垣　　貴
北　　武憲
中井　　陣
岡室　健斗

中西　海博
有本　悠真
箸尾　知哉

安中　樹希
川西　寛幸
大庭　佳起

（以上当時1年生）

県立箕島高校男子ソフトボール部

PLAYER’S
VOICE
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